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削減目標 2030年度までに、区内Ｃ０２排出量を2013年度比４６％削減練馬区のCO2排出量の推移 2013年度をピークに減少。家庭部門が５割を占める

削減量 2030年度までに区が削減すべき排出量は12.3万t

節電等の省エネ対策
が進まなければ達成
が難しい見通し

再エネ電力切替や
区役所のＬＥＤ化を
通じて達成見込み

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ
化設備補助金
を通じて達成
見込み

削減目標達成に向けた取組 家庭部門への対策を中心に１～３の３つの取組を軸に施策を展開

各家庭での省エネ対策が進むような“きっかけづくり”が重要

【節電等の省エネ対策】 ← 東京都が発行する「家庭の省エネハンドブック２０２２」に掲載の37項目
2022年度 「積極的に取り組んでいる（10.6%）」「負担にならない程度に取り組んでいる（73.1%）」

↓ ↓ ↓ 
２０３０年度 （５0.０%） （４５.０%）

節電等の省エネ対策（37項目）に取り組むと、 世帯あたり年間955.1㎏-CO2の削減効果
2030年度までに、あわせて９５％の世帯が、節電等の省エネ対策に取り組まなければならない。
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家庭の省エネの工夫（37項目） 世帯あたり年間：955.1㎏-CO2／58,300円節約効果

省エネ 節約 CO2削減 省エネ 節約 CO2削減

例えば、全ての家庭の白熱電球が“LEDセンサーライト”に変えることで1.6万t-CO2の効果
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